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香川県の取り組みについて
～多文化共生の社会づくりの実現をめざして～

サッカー交流試合
県内で暮らす外国人住民と日本人の交流機会の創出と

して、今年６月にサッカー交流試合を開催しました。参
加したのはベトナム、ミャンマー、インドネシアからの
４チーム、それに対し日本人は女子チームやシニアチー
ムなど国際交流に関心の高い多彩な顔触れによる６チー
ムが集まり、５チームずつに分かれ総当たり戦を行いま
した。

最初は互いに少し距離も感じられましたが、同じ趣味
を持つもの同士、ひとたび試合が始まると国籍、性別、
年齢は関係ありません。ボールを通したコミュニケー
ションを図ると、試合後は互いに健闘を称えて握手を求
め合い、他のチームを応援する姿なども見られました。

どのチームからも、２回目の開催を望む声が挙がって
おり、またこれまで外国人住民だけで行っていた試合へ
日本人チームを誘う場面も見られ、一過性の交流ではな
く、今後の交流発展にも期待が持てる結果となりました。

やさしい日本語研修会
香川県では、外国人住民に向けての情報発信手段とし

て、普段使われている日本語よりも簡単で、外国人にとっ
ても分かりやすい「やさしい日本語」の使用方法につい
て、行政職員を対象とした研修会を行っています。

この研修会では、日本語教育の専門家である大学教員
から「やさしい日本語」についてレクチャーいただくと
ともに、県内の語学学校に通う留学生の皆様に協力をい
ただき、グループワークを行っています。

2023 年度は、外国人住民に向けた防災に関するチラ
シを使い、何が分からないか、どうすれば伝わりやすい
かを留学生と研修参加者が一緒に考え、「やさしい日本
語」を使ったコミュニケーションを実践しました。
「やさしい日本語」の普及により、外国人住民に必要

な情報を正しく伝えられるよう、今後も取り組んでいき
ます。

外国人防災リーダー育成研修
近年、日本各地で地震や台風などによる自然災害が多

発する中、日本語能力や災害に関する知識が十分でない
外国人は災害弱者になる可能性が高いことが指摘されて
います。こうした状況を踏まえ、香川県では 2022 年
度から、災害の基礎知識を持ち、情報収集や発信など、
災害時の外国人住民への情報伝達を担う「外国人防災
リーダー」を育成する研修を実施しています。

2023 年度は、基礎研修と発展研修の２回に分け、延
べ 45 人の方々（日本人担当者含む）に参加していただ
きました。基礎研修では、講義や避難所ベッド作成体験
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試合後、互いの健闘を称えあう参加者たち

留学生を交えたグループワークの様子
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を通して、災害の基礎知識を身につけるとともに、防災
センターで起震車や暴風を体験することで、災害の怖さ
を体感しました。発展研修では、実際にリーダーとして
活躍する方を講師としてお呼びし、外国人防災リーダー
の役割を学ぶとともに、ワークショップを通して、避難
所での通訳・翻訳体験を行いました。

参加者からは、「災害に対する危険性を再確認できま
した」「これからも、できるかぎり、地域の人たちと力
をあわせていきたいと思います」など、研修で学んだこ
とを活かして、周りの人たちと協力していきたいという
前向きな感想がありました。

今後も研修を通して、「外国人防災リーダー」の育成
を進めるとともに、災害時の外国人支援体制の充実を
図っていきます。

外国人のための四国八十八ヶ所遍路体験
香川県では春と秋の年２回、「外国人のための四国

八十八ヶ所遍路体験」を実施しています。近年、四国
八十八ヶ所を巡礼する外国人の方も増え、お遍路の魅力
が世界に広がる良い機会になっています。

今年は、５月 25 日に「第 30 回外国人のための遍路
体験」を開催しました。11 カ国・地域（アメリカ、マ
ラウイ、カナダ、タイ、ウクライナ、台湾、韓国、フィ
リピン、イギリス、バングラデシュ、ベトナム）から計
16 人の方々が参加し、第 87 番札所 長尾寺から第 88
番札所 大窪寺までの遍路道を歩きました。

この遍路体験の醍醐味の１つは、実際に白衣や輪袈
裟、菅笠を身に付け、金剛杖を持って巡礼することです。
初めて見る本物の道具に参加者たちは興味津々で、大先
達さんが道具の持つ意味を説明するのを真剣に聞いてい
ました。その後、全員で般若心経を唱えて参拝し、大窪

寺に向けて出発しました。天候にも恵まれ、参加者同士
で交流を深めながら歩を進め、前山おへんろ交流サロン
に到着しました。NPO 法人遍路とおもてなしのネット
ワークの皆様から、うどんや甘いお菓子などのお接待を
いただき、心も身体も元気になりました。そして、遍路
の歴史や文化を肌で感じながら「旧へんろ道」を歩き、
最終目的地である大窪寺に到着し、無事に遍路体験を終
了しました。
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長尾寺で参拝する参加者たち

目的地の大窪寺で集合写真を撮る参加者たち

避難所ベッド作成体験の様子

交流を深める参加者たち


